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写真１ 株式会社ブンラク 鳴門工場 





















した。平成 10 年にはウェッブを開設し、平成 13 年からウェッブショップ事業を始めている。






                                                     
1 家庭用品品質表示法は、家庭用品の品質に関する表示の適正化を図り、一般消費者の利益を保護するこ
とを目的で昭和 37 年に制定された。 
2 消費者庁「家庭用品品質表示法」の「足袋」サイト（http://www.caa.go.jp/hinpyo/guide/fiber/fiber_16.html 
最終閲覧日：2013 年 5 月 2 日）より引用。 
3 株式会社ブンラク「会社概要」サイト（http://www.bunraku.co.jp/company04.html、最終閲覧日 2013 年 5
月 2 日）、「沿革」サイト（http://www.bunraku.co.jp/company06.html、最終閲覧日 20113 年 5 月 2 日）を基
に作成。 






























                                                     
4 鳴門市公式ウェッブサイト「市のなりたち・地勢」を参照（ http://www.city.naruto.tokushima.jp/ 
contents/introduction/chisei.html、最終閲覧日 2013 年 5 月 2 日） 
5 とくしまけんキッズページ「すだちくんといっしょに徳島を知ろう！！」サイト内の「歴史と文化」
（http:/www.pref.tokushima.jp/kids/history-culture/、最終閲覧日 2013 年 5 月 2 日）を参照のこと。 








































































































－ 123 － 
13 年のこの政令によって、「足袋の払底と将来の製品不足を見越した卸問屋、小売店の買占め、





野 1989：p89）。昭和 16 年 8 月の物資動員計画による計画生産の実施に備えて、全国足袋工業
連合会は、企業統合の実施要綱を発表した（廣瀬 1990：p96）。最終的には、全国の足袋生産者
は 611 社から 68 社にまで圧縮され、全国の足袋生産高は 2 億 5 千万余足から 1 億足まで制限さ
れた（廣瀬 1990：p99）。 







がシフトしていった（廣瀬 1990：p216）。昭和 30 年前後から、ナイロン靴下が市場に出回り、
足袋の需要は大幅に減少していき、足袋生産全体が縮小していった。昭和 31 年度鳴門市足袋生
産者調査表によると、株式会社ブンラクに社名変更する前の文楽足袋株式会社は、1,218,550 足
を生産し、78 名の従業員を有していた。鳴門市内の足袋製造業者の中では 2 番目の足数を生産
していたが、その後大きく生産量が減少していき、足袋産業は厳しい時代を迎えることとなる。
昭和 36 年度鳴門市足袋生産者の調査によると、文楽足袋株式会社は、生産数 641,000 足、従業


















半製品も含む）」をみると、2010 年は全国で出荷額 2,672 百万円、算出事業者数は 22 事業所で
あるが、そのうち、徳島県は 818 百万円、7 事業所と日本で最も多い出荷額を占めている9。2006
年のときの出荷高は 2621 百万円であったが、2007 年・2008 年は減額となった。しかし、2009
年には 2,588 百万円と盛り返し、2010 年にはさらに上昇した。一方、事業者数をみると、2006
年には 24 事業所あったが、翌年には 23 事業所、2009 年には 21 事業所と減少していたが、2010

















                                                     
9 徳島県に次いで出荷額の多い県は埼玉県で 504 百万円、7 事業所が生産に当たっている（平成 22 年工業
統計表「品目編」より）。なお、この統計でいう事業所とは、従業者４人以上の事業所のことである。 
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